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平成18年度　業務報告
　廃液処理について，平成18年度より自営処理から委託処理へと全面移行しました。しかし，廃液
（廃棄物）が発生する以上，処理及び処分を行わなければならないことには変わりありません。適切
に処理するためにも，情報提供等の管理を行うことがより重要となってきます。廃液処理技術指導員
の皆様方には，今後ともご協力方よろしくお願いします。
　また，平成17年4月に施行された「環境情報の提供の促平等による特定事業者等の環境に配慮し
た事業活動の促進に関する法律（平成16年法律第77号），いわゆる環境配慮促進法により，岡山大
学は平成17年度の環境負荷状況を，環境報告書として公表することが義務付けられ，車成18年9月
には無事完成し，公開することが出来ました。関係された方々のご協力に感謝すると共に，今後とも
よろしくお願いします。
平成18年度主要活動状況
平成18年4月
　　　　　　　排水定期分析
　　　　5月
　　　　　　　有機廃液受入（第1期），廃液処理技術指導員講習会，排水定期分析
　　　　6月
　　　　　　　排水定期分析，PRTR報告，　PCB報告，廃棄物集計・報告
　　　　7，月
　　　　　　　無機廃液・特殊廃液受入（前期），有機廃液受入（第2期），排水定期分析
　　　　8月
　　　　　　　排水定期分析
　　　　9月
　　　　　　　無機廃液処理装置洗浄作業，排水定期分析
　　　　10，月
　　　　　　　写真廃液受入，排水定期分析，クリーンキャンパス，津島地区岡山市立ち入り採水
　　　　11月
　　　　　　　有機廃液受入（第3期），排水定期分析，
　　　　12月
　　　　　　　無機廃液・特殊廃液受入（後期），排水定期分析
平成19年1，月
　　　　　　排水定期分析
　　　　2，月
　　　　　　　有機廃液受入（第4期），排水定期分析，津島地区岡山市立ち入り採水
　　　　3月
　　　　　　排水定期分析
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1．廃液管理
　有機廃液に関して，平成18年度より貯留容器を新型容器に切り替えることとした。今後の搬入の
際には旧型容器は使用できず，旧容器処分は所属部局でお願いすることとします。
　無機廃液処理に関して，18年度より完全外部委託化となった。9月には装置内薬液他の洗浄を完了
したが，施設改修が行われるまで，受け入れ時には既設設備を利用する予定である。
　センターで受け入れを行う廃液について完全外部委託処理化され，いままで処理不可能として取り
扱うことの出来なかった廃液を受け入れるために，特殊廃液の区分が新設された。
1．1無機廃液
　無機廃液は平成18年度より外部委託処理化された。ただし廃液の受け入れば従前同様7月と12月
の2回行った。平成18年度の無機廃液の部局別年間搬入量を表1に示す。無機廃液の総搬入量は，
平成17年度の6，330kgより減少しており，ここ数年低水準で推移している。
　水銀廃液を除く無機廃液については，水銀含有について容器別全数チェックを行った後，受け入れ
および移液を行うこととしている。結果として，昨年度同様に水銀廃液を排出する講座の重金属廃液
の一部及び長期間使用していると思われる重金属廃液容器に貯留されていた廃液の一部に水銀含有が
認められ，水銀廃液として扱うこととなった。
表1　平成18年度無機廃液部局別搬入量 （単位：kg）
種　別 期別 地研 教育 理 医歯 薬 工 環理 農 資研 学務 保環 合計
前期 22 0 732 0 23162680115023201 36 2822
重金属
後期 0 0 402 0 177809671 15 71 0 67 2212
前期 0 0 68 0 0 31106 0 0 0 20 225
水　銀
後期 0 0 0 0 0 24 0 62 19 0 18 123
前期 0 0 0 0 0 14 95 0 0 12 18 139
シアン
後期 0 0 0 017 32 0 0 0 0 8 57
部局別計 22 0 1202 0 4251536 1673227 113213167 5578
1．2　有機廃液
　平成18年度は，5・7・11・2，月にかけて計4期の収集が行われた。また多量搬入講座に対して追
加受入試行を5回行った。平成18年度の有機廃液の部局別年間搬入量を表2に示す。17年度実績
（19，934kg）とほぼ同じ状況です。
　実験室内の安全確保を考える上では，センターの受け入れ回数を増加し，定期的（毎月決まった日
等）に受け入れることが必要と考えています。検討を行う都合上，収集方法及び時期にっいて変更の
可能性があります。決まり次第センターのウェブサイトに掲示を行いますので，定期的な確認にご協
力をお願いします。
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表2　平成18年度有機廃液部局別搬入：量 （単位：kg）
地セ 教育 理 鹿田 薬 工 環理 農 資研 保環 合計
非水溶性有機溶媒 10 1183162658052521397256 7 0 4695
水溶性有機溶媒 38 0 516161441839816204 0 0 3015
廃オイル類 34 0 41 19 38325149 4 24 0 634
その他自燃性有機廃液 0 0 20 26 0 97 133 0 0 0 276
低濃度塩素系有機廃液 0 0 140 0 47696132050 20 0 1967
高濃度塩素系有機廃液 8 0 395108441486137548623 0 3322
ホルマリン廃液 1 0 57989 15 3 0 0 0 0 1065
その他難燃水系廃液 0 0 22243795514752079114 640 5346
部局別計 91 11817072005 31716 07 52691114138 020320
1。3　写真廃液
　写真廃液は，平成18年10月2日および3日に収集した。平成18年度の写真廃液部局別搬入量を表
3に示す。廃液排出講座数および廃液量に関しては，引き続き減少傾向である（17年度実績
2，834kg）。収集した写真廃液は平成18年ll月に定着廃液，現像廃液の業者委託処分を行った。委
託業者により定着廃液は中和（銀回収）処理，現像廃液は中和処理が行われている。
表3　平成18年度写真廃液部局別搬入量 （単位：kg）
学務 保環 ア総 教育 理 医歯 薬 工 環理 農 資研 文 合　計
現像廃液 311144 94 0 125551 62 156 0 69 95 0 1607
定着廃液 61 99100 0 141326 59117 0 0 90 0 993
部局別計 372243194 0 266877121273 0 69 185 0 2600
1．4　特殊廃液
　平成18年度より新設された区分で，従来センターで処理不可能なため受け入れを行わなかった廃
液（有機無機混合廃液等）が該当する。ただし，内容が不明な廃液等，依然として搬入できない廃液
もあるため，注意が必要である。疑問点等あればお問い合わせ願いたい。現在の所は，無機廃液と同
じ時期に搬入をお願いしている。平成18年度の特殊廃液部局別搬入量を表4に示す。
表4　平成18年度特殊廃液部局別搬入量　　（単位：kg）
理
?
薬 工 環 保セ 合　計
前　期 424 61 3 0 0 62 550
後　期 154 0 13 27 159 0 353
部局別計 578 61 16 27 159 62 903
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2　排水管理
2．1　津島地区排水監視システム修理
　平成18年4，月29日に岡山大学津：島地区内に落雷があり，実験洗浄排水のpH等を常時監視してい
るシステムで，pH計8台が計測不可，電気伝導度計2台が計測不可，記録計（3台）全て故障，排
水ポンプ監視盤の故障と多大な影響を受けました。このうち，実験洗浄排水から下水道に接続してい
た3系統のうち2系統2台のpH計が測定不可能となったため，緊急対応として，職員が毎日計測・
記録行う等排水口を巡回して対応した。その後，排水口現地でpHの記録できるよう応急措置を行い，
休日の記録もできるようにし，下水道排水にpH異常がないかどうかのチェックが可能となった。
　施設企画部をとおして修理の予算化ができたため，12月までにはpH計，電気伝導度計，記録計の
交換が完了した。
2．2　津島地区排水の状況
　津島地区では，実験系洗浄排水は毎月1回，生活系排水は年2回の排水分析を行い，その結果を岡
山市に報告している。岡山市に報告した平成18年度の津島地区実験洗浄排水，生活排水水質分析結
果を表5に示します。
　また，岡山市より実験系洗浄排水について立ち入り検査を受けており，平成18年度は，平成18年
10月13日（金）及び平成19年2，月28日（火）の2回採水されました。測定項目は，鉛化合物，ト
リクロロエチレン，テトラクロロエチレン，ジクロロメタン，ベンゼン，ほう素化合物，ふつ素化合
物，亜鉛化合物，水素イオン濃度で，異常となる数値はなかったとの連絡を受けています。
2．3　津島地区部局実験洗浄排水の状況（pH異常）
　落雷によるpH計の故障及び記録計の故障により，5月～12月の間，部局実験洗浄排水のpH測定
・記録ができなかった。このため，部局の実験洗浄排水でpH異常を記録したのは，2件（ともにア
ルカリ異常）と過去最低でした。
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表5－1　平成18年度津島地区団地実験洗浄排水・生活排水水質分析結果
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img／D採水日 団地名
北団地 〈0．001 〈0．1 〈0．005〈0．02 〈0．005〈0．0005〈0．002〈0．0005〈0．002〈0．「0002〈0．0004平成18年
S月13日
???
東団地 く0．001 〈0．1 ＜0．005〈0．02 ＜0．005〈0．0005〈0．002〈0．0005〈0．002〈0．0002 〈0．0004
西団地 〈0．001 ＜0．1 く0．005〈0．02 〈0．005〈0．0005く0．002く0．00050，015〈0、0002 ＜0、0004
北団地 〈0．001 く0．1 ＜0．005〈0．02 〈0．005〈0．0005〈0．002〈0．0005〈0．002く0．0002〈0．0004???
東団地 く0．001 〈0．1 く0．005〈0．02 く0．005＜0．0005〈0．002く0．0005〈0．002＜0．0002 〈0．0004
西団地 く0，001 〈0．1 く0．005＜0．02 〈0．005く0．0005〈0．002＜0．0005〈0．002〈0．0002 ＜0．00045月11日
北団地 〈0．001 〈o．1 〈0．005く0．02 〈0．005〈0．0005〈0．002く0．0005〈0．002〈0．0002 〈0．0004???
東団地 く0，001 〈0．1 く0．005く0．02 〈0．005〈0．0005〈0．002く0．0005〈0．002〈0．OOO2 〈0．0004
西団地 く0，001 〈0．1 〈0，005く0，02 〈0．005く0．0005〈0．002く0．00050，012〈0．0002 ＜0．0004
北団地 ＜0．001 く0．1 く0．005く0．02 く0．005く0．0005〈O．002く0．0005〈0．002〈0．0002 く0．0004
6月8日
???
東団地 く0．001 〈0．1 〈0，005〈0．02 〈0．005く0．0005〈0．002〈0．0005〈0。002〈0．0002 く0．0004
西団地 〈0．001 ＜0，1 〈0．005 く0，02 ＜0．005く0．0005〈0．002〈0．0005〈0，002〈0．0002〈0．0004
北団地 く0．001 く0．毛 く0，005〈0．02 く0．005く0．0005〈0．002く0．0005〈0．002〈0．0002 〈0．0004
7月13日
???
東団地 〈0．001 〈0．1 く0．005 〈0，02 〈0．005く0．0005〈0，002く0．0005〈0．002〈0．OGO2 〈0．0004
西団地 〈0．001 く0．1 く0．005〈0．02 〈0．005〈0．0005く0．002＜0．0005＜0．002〈0．0002 〈0．0004
北団地 く0．001 〈0．1 〈0，005〈0．02 〈0．005＜0．0005〈0．002〈O．0005〈0．002〈0．0002 〈0．0004
8月3日
???
東団地 〈0．001 ＜0．1 く0．005 く0，02 〈0．005〈0．0005く0．002く0．0005〈0．002〈0，0002〈0．0004
西団地 〈0．001 〈0．1 〈0．005〈0．02 〈0．005〈0．0005〈0，002〈0，0005〈0．002〈0．0002 〈0．0004
北団地 〈0．001 〈0．1 くO．005〈0．02 ＜0．005＜0．0005〈0．002〈0．0005〈0．002〈0．0002 〈0．0004
9月14日
???
東団地 〈0．00葉 〈0、1 ＜0．005〈0．02 〈0．005〈0．0005〈0．002〈0．0005〈0．002＜0、0002 〈0．0004
西団地 ＜0．001 〈0．1 〈0，005〈0．02 〈0．005＜0．0005〈0．002〈0．0005〈0．002〈0．0002〈0．0004
北団地 〈0，001 く0．1 く0．005 ＜0，02 ＜0．005く0．0005〈0．002〈0．0005く0．002〈0．0002 〈0．0004
10月12日
???
東団地 〈0．001 〈0．1 ’〈0．005く0．02 〈0．005〈0．0005〈0．002く0．0005＜0．002＜0．0002 〈0．0004
西団地 〈0．001 く0．1 く0．005 〈0．02 〈0，005〈0．0005〈0．002〈0．0005く0．002〈0。0002〈0．0004
北団地 〈0．001 く0．1 く0．005〈0．02 ＜0．005〈0，0005〈0．002〈0．0005〈0．002〈0．0002 ＜0。0004???
東団地 〈0．001 く0．1 く0．005〈0．02 〈0．005〈0，0005〈0．002く0．0005く0．002＜0．OOO2 く0．0004
西団地 〈0．OO1 く0．1 く0．005〈0．02 く0．005く0．0005〈0．002〈0．0005〈0．002〈0．0002 〈0．000411月9日 北団地 〈0．001 く0．1 く0．005〈0．02 〈0。005〈0．0005〈0．002〈0．0005＜0．002〈0．0002〈0．0004???
東団地 〈0，001 〈0．1 く0．005 〈0．02 〈0．005〈0．0005〈0．002＜0．0005〈0。002〈0．0002〈0．0004
西団地 ＜0．001 く0．1 く0．005〈0．02 く0．005〈0．0005〈0．002＜0．0005〈0．002く0，0002 〈0．0004
北団地 〈G．001 く0．1 く0．005 〈0．02 〈0．005＜0．0005〈0，002〈0．0005＜0．002〈0．0002 ＜0．0004
12月14日
???
東団地 〈0．001 〈0．霊 く0．005〈0．02 ＜0．005く0．0005〈0．002く0．0005＜0．002＜0．0002 〈0．0004
西団地 〈0．001 〈0．1 〈0．005〈0，02 〈0．005〈0，0005〈0．002〈0．0005〈0．002〈0．0002〈0．0004
北団地 〈0．001 く0．1 く0．005 〈0．02 ＜0，005＜0．0005〈0，002＜0．00050，011 ＜0．00G2〈0．0004王威19年
P月11日
???
東団地 ＜0．001 く0、1 〈0．005〈0．02 く0．005く0．0005〈0．OO2＜0．0005〈0．002〈0．0002〈0．0004
西団地 ＜0．001 く0．1 〈0．005〈0．02 〈0．005〈0．0005く0．002く0．00051．5 〈0．0002 〈0．0004
北団地 〈0．001 〈0．1 く0．005〈0．02 〈0．005〈0．0005〈0．002〈0．00050，002〈0．OOO2 〈0，0004
2月8日
???
東団地 〈0．001 く0．1 ＜0．005〈0．02 〈0．005〈0．0005く0．002〈0．0005〈0．002〈0．0002〈0．0004
西団地 〈0．001 く0．1 ＜0．005〈0．02 ＜0．005く0．0005＜0．002〈0．00050，058＜0．0002＜0．0004
北団地 ＜0．001 く0．1 〈0．005＜0．02 〈0．005〈0．OOO5〈0．002〈0．0005〈0．002〈0．0002〈0．0004
3月8日
???
東団地 〈0．001 く0．1 〈0．005〈0．02 く0．005〈0．0005く0．002〈0．0005〈0．002〈0．0002 〈0．0004
西団地 〈0．001 く0．1 ＜0．005 〈0．02 〈0．005〈0．0005〈0．002〈0．0005〈0。002〈0．0002＜0．0004
排除基準 o．1 1 0．1 0．5 0．1 0，005 0．3 0．1 0．2 0．02 0．04
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表5－2　平成18年度津島地区団地実験洗浄排水・生活排水水質分析結果
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img／l）採水日 団地名
平成18年
S月13日
北団地 〈0．OO2 〈0．004〈0，0005 〈0．0006〈 ．001〈0，0020．06 0．22く0．01 〈0．01 0．04???
東団地 ＜0．002〈0．004〈0．0005 〈0．0006〈 ．001＜0．002＜0，05 0．10 ＜0．01 〈0．01O．01
西団地 ＜0．002〈0．004〈0，0005〈0．0006〈0．001＜0．002〈0．05 0．08 〈0．01 〈0，010．05
』北団地 〈0．002く0．004〈0、0005 〈0．0006〈 ．001＜0．002〈0．05 0．11 〈0．01 〈0．010．05???
東団地 〈0．002 く0．004〈0．0005 〈0．0006＜ ．001＜0．002〈0．05 0．12 ＜0．0で く0．01 0．03
西団地 〈0．002〈0．004〈0．0005〈0．0006＜0．001 く0．002〈0．05 0．08 〈0．01 く0．010．055月11日
北団地 〈0．002〈0．004く0．0005 〈0．0006〈 ．001＜0．002 〈0．05 〈0．08 一 一 一???
東団地 く0．002 〈0．004＜0．0005 ＜0．0006〈 ．001〈0．002〈0．05 0．10 一 一 一
西団地 〈0．002 〈0．004〈0．0005〈0．0006〈0．001〈0．002＜0．05 〈0．08 一 一 一
北団地 〈0．002くO．004〈0．0005 〈0．0006〈 ．001〈0．002〈0，05 ＜0．08 〈0．01 〈0．010．04
6月8日
???
東団地 ＜0．002〈0．004〈0．0005 〈0。0006〈 ．001＜0。002〈0，05 0．09 〈0．01 〈0．01く0．01
西団地 ＜0、002 〈0．004〈0．0005〈0．0006く0、001 〈0．002〈0．05 〈0．08 〈0．01 〈0．01 0．04
北団地 〈0．002〈0．004〈0．0005 〈0．0006く ．001＜0．002 〈0．05 0．12 ＜0．01 〈0．01 0．01
7月13日
???
東団地 〈0．002＜0．004〈0．0005 〈0．0006〈 ．001 ＜0．002〈0．05 0．15 ＜0．01 〈0．01〈0．01
西団地 〈0．002 く0。004〈0．0005 〈0．0006＜ ．001 く0．002〈0．05 0．08 ＜0．01 〈0．010．02
北団地 〈0．002 く0．004〈 ．0005〈0，0006＜0．001〈0．002＜0．05 0．16 〈0．01 〈0．01 0．03
8月3日
???
東団地 〈0．002 〈0．004〈0．0005〈0．0006〈0．001〈0．002〈0．05 0．16 〈0．01 〈0．010．01
西団地 〈0．002 〈0．004〈0．0005＜0．0006〈0．001〈0．002〈0，05、 0．10 〈0．01 〈0．01 0．04
北団地 〈0．002〈0．OO4〈0．0005 〈0．0006〈 ．001〈0．002〈0．05 0．18 〈0．01 〈0．010．01
9月14日
???
東団地 ＜0．002〈0，004〈0．0005 〈0．0006〈 ．001＜O．002 〈0．05 0．20 〈0．01 〈0．01 〈0．01
西団地 〈0．002〈0．004〈0．0005 〈0．0006， 08〈0．002 く0．05 0．18 〈0．01 〈0．010．02
北団地 〈0．002 ＜0．004く0．0005〈0．0006〈0．001〈0．002〈0，05 0．10 〈0．01 〈0．01 0．03
10月12日
???
東団地 〈0．002 ＜0．004〈0．0005 〈0．0006〈 ．001〈0．002〈0．05 0．09 〈0．01 〈0。01 〈0．01
西団地 〈0，002＜0．004〈0．0005 〈0．0006〈 ．001〈0．002 〈0。05 〈0．08 〈0．01 〈0．010．03
北団地 〈0，002＜0．GO4〈0．0005 〈0．0006〈 ，001＜0．002 〈0．05 0．08 〈0．01 0．02 0．08???
東団地 〈0．002〈0．004〈0．0005 〈0．0006＜ ．001〈0．002〈0．05 0．15 〈0．01 〈0．01 〈0。01
西団地 〈0，002＜0．004〈0．0005 ＜0．0006〈 ．001〈0．002〈0．05 0．13 〈0．01 〈0．010．0411月9日
北団地 〈0．002 〈0．004く0．0005 〈0，0006〈 ．00霊 〈0．002 〈0．05 0．12 一 一 一???
東団地 〈0．002〈0．004〈0．0005〈0．0006〈0．001〈0．002 〈0．05 0．13 一 一 一
西団地 ＜0。002 〈0，004〈0．0005〈0．0006〈0．001〈0．0020．07 0．08 一 一 一
北団地 〈0．002＜0．004＜0．0005 ＜0．0006〈 ．001〈0．002〈0，05 0．14 く0．01 〈0．01 〈0，01
12月14日
???
東団地 〈0．002 〈0．004〈0．0005〈0．0006〈0．001 〈0．002〈0。05 0．28 〈0．01 〈0．01〈0．01
西団地 〈0，002 ＜0，004＜0．0005 〈0．0006＜ ．001〈0．002 〈0，05 0．10 〈0．01 〈0．01 0．02
平成19年
P月11日
北団地 ＜0．002 〈0、004〈0．0005＜0．0006〈0．001〈0．002 〈0．05 0．09 〈0．01 〈0、010．03???
東団地 ＜O．002＜0．004く0．0005 〈0．0006く ．001 〈0．002〈0，05 0．11 〈0．01 ＜0．01 〈0，01
西団地 〈0．002 〈0．004〈0．0005〈0．OOO6＜0．001〈0．002 〈0．05 0．30 〈0．01 〈0．010．06
北団地 〈0．002＜0．004＜0．0005 ＜0．0006〈 ．001〈0．002〈0．05 0．09 〈0．01 0．01 0．02
2月8日
???
東団地 〈0．002 く0．004〈0．0005〈0．0006〈0．001〈0．002 〈0．05 〈0．08 ＜0．01 ＜0．01〈0．01
西団地 〈0．002 ＜0．004〈0．0005 〈0．0006〈 ，001〈0．002 〈0．05 〈0，08 〈0．01 0．01 0．04
北団地 〈0．002〈0．004〈0，0005く0．0006〈0．001〈0．002〈0．05 0．36 ＜0．01 〈0，α 0．03
3月8日
???
東団地 ＜0．002〈0．004〈0．0005＜0．0006く0．001〈0．002〈0．05 0．10 ＜0．01 ＜0．01 〈0，01
西団地 〈0．002〈0．004〈0．0005 〈0．0006〈 ，001く0．002 ＜0．05 0．61 〈0．01 ＜0．010．04
排除基準 0．2 0．4 3 0．06 0．1 0．1 10 8 5 3 5
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表5－3　平成18年度津島地区団地実験洗浄排水・生活排水水質分析結果
環境項目等 学内規制項目
測定項自
i単位）
　岬、yびその
ｻ合物
i溶解性）
@（mg／D
マンガン
yびその
ｻ合物
i溶解性）
@（mg／D
鉾　　　　　　　　　　　　．1＿．．＿@　　　　　　　　ク弘
@　　　　　　　及びその
@　　　　　　　化合物
@　　　　　　　（mg／1）
ヨ三栩1化字
I酸素要
@求量
@（剛9／1）
浮遊物
ｿ量
iM9／D
ノ脚節ヘキサン
鰹o物質
ﾜ有量
@Ong／り
窒素
ﾜ有量
Bη9／り
　燐
ﾜ有量
img／1）
沃素
ﾁ費量
img／1）
化学的
_素
v求量
img／1）
大腸菌
ｫ数’
i個／剛D採水日 団地名
北団地 0．05 0．02 〈0．03 10．0 2 〈0．5 1．1 0，079 〈5 4．8 92平成18年
S月13日
???
東団地 0．04 0．14 ＜O．03 1．2 〈1 く0．5 2．O 0．18 く5 2．2 24
西団地 0．12 0．02 ＜0．03 7．2 2 〈0．5 2．4 0，065 〈5 4．6 92
北団地 0．06 〈0．01 く0．03 一 一 ＜0．5 凄．3 0，099 〈5 3．7 290???
東団地 0．08 0．01 ＜0．03 一 一 〈0．5 0．72 0．18 〈5 3．5 140
西団地 0．16 0．01 〈0．03 一 一 〈0．5 2．0 0．11 〈5 5．3 1305月11日 北団地 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一???
東団地 一 一 一 一 一 一 一 『 一 一 一
西団地 一 一 一 一 一 一 一 『 一 一 一
北団地 0．1唱 〈0．G1 ＜0．03 19 5 く0．5 0．77 O．10 〈5 7．2 2700
6月8日
???
東団地 0．05 く0．01 〈0．03 1．2 1 〈0．5 0．30 0．16 〈5 1．8 22
西団地 0．31 0．02 〈0．03 7．3 5 〈0．5 1．8 0．η 〈5 6．5 96
北団地 0．04 〈0．0葉 〈0．03 一 一 く0．5 0．84 0，077 〈5 2．8 83
7月13日
???
東団地 0．04 〈0．01 〈0．03 一 一 〈0．5 0．64 0．21 〈5 2．2 68
西団地 0．16 〈0．01 〈0．03 一 一 〈0．5 2．6 0．11 〈5 6．9 210
北団地 0．05 〈0．01 〈0．03 7．5 10 ＜0．5 1．4 0．10 〈5 7．0 2400
8月3日
???
東団地 0．02 〈0．01 〈0，03 〈0．5 〈1 〈0．5 0．54 0．20 〈5 1．9 190
西国地 0．12 くO．01 く0．03 3．O 6 〈0．5 1．2 0．17 く5 4．8 230
北団地 0．03 ＜0．01 〈0．03 一 一 〈0．5 1．2 0，092 〈5 2．4 88
9月14日
???
東団地 〈0．01 0．02 く0．03 一 一 〈0，5 1．6 0．20 〈5 3．6 110
西団地 0．04 〈0．α 〈0．03 一 ｛ 〈0．5． 1．2 0，074 〈5 3．4 130
北団地 0．05 く0．01． 〈0．03　　　㌔ 4．6 7 1．8 2．5 0．71 く5 5．1 220
10月12白
???
東団地 0．03 〈O．01 〈0．03 1．0 〈1 く0．5 0．26 0．22 〈5 2．1 24
西団地 0．08 〈0．01 く0．03 5．4 4 〈0．5 1．8 0．11 〈5 4．6 120
北団地 0．15 0．50 〈0．03 一 一 〈0．5 4．1 0．44 〈5 18 78000???
東団地 O．01 0．01 ＜0．03 一 一 く0．5 0．21 0．21 く5 1．6 210
西団地 0．22 〈0，01 〈0．03 一 一 〈0．5 1．7 0．14 〈5 6．9 17011月9日
北団地 『 一 一 一 一 一 ＿　　　． 一 一 一 一???
東団地 ｛ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
西団地 一 一 一 一 一 『 一 一 ｛ 一 一
北団地 0．07 0．04 〈0．03 2．9 3 〈0．5 1．2 0．12 〈5 3．2 64
紐月14日
???
東団地 0．07 〈0．01 〈0．03 1．3 〈1 〈0．5 0．61 0．18 〈5 3．4 240
西団地 ．0．16 〈0．01 く0．03 5．6 5 〈0．5 0．95 0．49 〈5 5．7 86
北団地 0．03 く0．01 〈0．03 一 一 〈0．5 2．1 0，G45 く5 4．2 12平成19年
P月れ日
???
東団地 0．04 〈0．0霊 〈0．03 一 一 〈0．5 0．32 0．16 く5 1．8 4
西団地 0．12 〈0．01 〈O．03 一 ｝ く0．5 1．2 0，08フ ＜5 4．9 42
北団地 0．09 0．13 ＜0．03 5．1 3 〈0．5 0．92 0，064 〈5 3．9 790
2月8日
???
東団地 0．02 〈0．01 〈0．03 0．9 〈等 〈0．5 2．0 0．14 〈5 2．1 0
西団地 0．13 0．01 〈0．03 12 2 ＜0．5 0．93 0，040 〈5 8．1 2
北団地 0．04 0．03 ＜0．03 一 一 〈0．5 2．0 0，081 〈5 4．1 250
3月8日
???
東団地 0．01 〈0．01 〈0．03 ｝ 一 〈0．5 1．0 0，098 〈5 2．7 79
西団地 0．Q8 く0．01 〈0．03 一 一 〈0．5 1．8 0，068 く5 11 1
排除基準 10 10 2 600 600
鉱物油5
ｮ植油30
80 32 220 50 3000
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3　廃棄物管理
　平成18年度における大学全体の廃棄物発生量について，平成18年6，月に岡山大学廃棄物管理規程
に基づき集計した結果を表6に示す。
　平成17年度に比較して，廃棄物の総排出量は増加していますが，再資源化量も増加しています。
岡山大学の教職員・学生全ての構成員が，今後とも廃棄物の排出抑制に向けた取組を継続されること
を望みます。
表6　平成18年度部局別廃棄物処理量集計
部局名
産業高高物
@管理票
ｭ行枚数
年間処理量（t） 　廃棄物
ｭ生合計量
@　（t）再資源化量 一般廃棄物処理量 産業廃棄物処理量
事務局 一 13，960 13，034 岬 26，994
事務局（学務部） 11 35，178 32，616 葉7．515 85，309
事務局（一般教育棟） 9 14，320 13，085 8，527 35，932
社会文化科学研究科 一 29，969 18，818 一 48，787
教育学部 19 26，548 8，533 10，037 45，118
理学部 21 35，710 9，760 11，969 57，439
薬学部 23 16，299 17，512 25，862 59，673
工学部 89 62，320 35，687 108，318 206，325
環境理工学部 26 23，512 7，497 70，601 101，610
農学部 46 19，700 42，580 26，359 88，639
総合情報基盤センター 一 騨 0，690 鴨 0，690
附属図書館 一 6，436 1，902 一 8，338
大学院自然科学研究科 一 3，880 鼻 鞠 3，880
保健環境センター（保健部門） 7 嶋 1，218 3，379 4，597
保健環境センター（環境安全部門） 44 一 一 40，847 40，847
医歯薬学総合研究科（鹿田） 45 10，150 1，890 41，967 54，007
医学部・歯学部附属病院 335 294，676 631，840302，983 1，229，499
医学部附属病院三朝医療センター 15 6，351 29，000 4，043 39，394
地球物質科学白白センター 9 3，718 3，700 2，614 10，032
資源生物科学研究所 19 3，787 7，118 12，859 23，764
附属幼稚園
附属小学校
総　合　計 718 606，514 876，480 687，880 2，170，874
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4．環境管理
4．1　岡山大学環境報告書
　平成17年4月に施行された「環境情報の提供の促進等による特定事業者等の環境に配慮した事業
活動の促進に関する法律」　（環境配慮促進法）に対応するため，平成17年5月に開催された保健環
境管理センター運営委員会で，当時の河原環境安全部門長を座長とする環境配慮促進法対応ワーキン
ζ雛じン鞭葦灘潔鞭等高灘長誹懲難㌧賦
方針（案）」を提示したほか，環境報告書の記載事項につい
ての概要の協議を行いました。
　平成18年度からは，このワv一・・キングでまとめられた環境報
告書の概要を受け，引き続き河原教授を中心として保健環境
センター，安全衛生部，医歯薬学総合研究科の教職員により
環境報告書作成の実務者ワーキングを組織し，平成18年9，月に
岡山大学環境報告書を公表いたしました。環境報告書の作成で
は洛学部・　EIF究科・附儲院陥研究鰍陥学鵬の@論撫射撚員にご協力いただきましたことをあらためて感謝いたしま　趨繋鍵
す。
　平成18年IL月2日には環境報告書の公表を記念して，環境コミュニケーション推進講演会「岡山
大学の環境配慮活動一環境報告書を基点として一」を開催し，千葉学長の挨拶を始め，河原教授，山
本環境安全部門長の講演が行われました。
4．2　平成18年度PRTR法第一種指定化学物質の使用量，排出量，移動i調査結果
　PRTR法及び化学物質管理規程に基づくPRTR法第一種指定化学物質のうち，使用量の多い8物質
について津島及び鹿田地区で調査を行い，平成18年度の使用量排出量をとりまとめました。
　平成18年度の津島地区で，クロロホルムが年間1トンの排出量・移動量をこえたため，届出を行
っています。
　PRTR法第一種指定化学物質の調査結果の抜粋を，表7に示します。
4．3　津島地区環境整備（グリーンキャンパス大作戦）の開催
　津島地区環境整備（クリーンキャンパス大作戦）活動は，教職員及び学生の自主的活動による清掃
奉仕活動として実施するもので，岡山大学生活協同組合の主催で，岡山大学保健環境センターが後援
し，平成18年10．月21日過土）に実施しました。教職員と学生が協力して津島キャンパス内を巡回
し，落下ごみ類を回収するとともに，多量の不法放置ごみ等の撤去回収を行いました。
　キャンパス内の環境整備は，各学部等がそれぞれ独自に行ってはいますが，全員参加型の環境整備
活動として定着することは，環境配慮の取組としても重要な意義を持つと考えられます。平成18年
度以降においても，同様の環境整備を企画いたしますので，さらに多くの方が参加していただくこと
をお願いいたします。
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表7　平成18年度PRTR法第一種指定化学物質の排出量・移動量　　（単位：kg）
第一種指定化学物質 取扱量 排出量 移動量 排出量・移動量計
アセトニトリル 304．3 44．3 194．2 238．5
キシレン 23．9 2．3 62．7 65．0
エチレンオキシド 466．0 466．0※） 0．0 466．0
クロロホルム 1，739．2 25．0 1，825．0 1，850．0
ジクロロメタン 884．9 40．9 740．2 781．1
トルエン 326．7 9．3 288．9 299．2
ベンゼン 73．9 0．8 73．6 73．8
ホルムアルデヒド 81．9 1．6 1．5 3．1
津島地区、鹿田地区の集計で表す。
※）エチレンオキシドの排出には，触媒により無害化がなされている
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